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敦

賀

の

墓
碑
ハ
円キ本

敏

伊
吹
家
墓

松
尾
芭
蕉
が
「
お
く
の
は
そ
道
」
北
陸
行
脚
の
と

き
、
敦
賀
に
も
足
跡
を
と
ど
め
て
、
貴
重
な
文
化
遺

産
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

芭
蕉
の
没
後
、
そ
の
門
下
が
各
地
で
蕉
風
俳
譜
の

普
及
に
努
め
た
。
敦
賀
に
お
い
て
は
伊
吹
藤
左
衛
門

の
俳
号
桂
下
園
東
恕
が
、
各
務
支
考
(
美
濃
派
)
の

影
響
を
う
け
て
、
敦
賀
に
お
け
る
美
濃
派
の
祖
と
も

い
う
べ
き
俳
人
で
あ
る
。

著
書
に
「
俳
諮
四
幅
対
」
な
ど
が
あ
り
、
琶
舟
、

東
吾
な
ど
、
多
く
の
門
人
も
い
た
と
思
わ
れ
る
。

東
恕
は
享
保
十
九
年
四
月
三
日
に
没
し
て
い
る
が
、

そ
の
伊
吹
家
の
墓
石
が
松
島
町
来
迎
寺
野
に
あ
る
。

東
恕
墓

(
正
面
)
享
保
十
九
年
甲
寅
年
夏
四
月
三
日
卒

桂
下
老
人
之
墓

我
口
け
は
涼
し
き
国
に
夏
の
月

(
裏
面
)

大
布

某

等

;

男門
人

重
世
墓

(
正
面
)
享
保
十
五
庚
成
年
三
月
二
十
三
日
卒

伊
吹
重
世
之
墓

(
裏
面
)

門
人
某
等建

之

浄
教
妙
教
墓

正
面
)

釈

浄

教

釈
尼
妙
教

釈(
裏

得貞尼浄理

開春空

(
左
側
面
)

華
林
月
蝶
信
女

妙
教
之
姥

(
右
側
面
)

明
和
壬
辰
十
一
月
立

伊
吹
氏
之
墓

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



東
恕
、
重
世
墓
は
、
ほ
ぽ
同
じ
大
き
さ
の
自
然
石

が
用
い
ら
れ
、
東
恕
墓
に
は
変
体
仮
名
混
じ
り
の
辞

世
の
句
「
わ
が
影
」
が
刻
ま
れ
て
、
裏
に
子
息
大
布

の
名
が
あ
る
。

大
布
の
名
は
『
東
恕
終
罵
記
』
に
、
「
明
く
れ
ば

二
日
息
の
大
布
に
硯
紙
を
も
た
せ
」
と
、
辞
世
の
句

を

し

た

た

め

て

い

る

。

す

で

に

も

う

一

人

の

子

息

で

消

防

組

の

目

的

は

、

地

域

住

民

の

生

命

、

財

産

を

あ

る

紀

白

は

今

は

な

く

、

後

々

を

大

布

に

託

し

て

い

火

災

か

ら

保

護

し

、

ま

た

災

害

の

未

然

防

止

、

被

害

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

の

軽

減

を

図

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

の

た

め

に

い

つ

も

伊

吹

重

世

墓

は

、

享

保

二

十

年

七

月

に

東

恕

門

下

危

険

を

伴

な

い

、

負

傷

や

疾

病

に

握

り

、

止

む

を

得

の

柳

華

園

東

吾

に

よ

っ

て

刊

行

さ

れ

た

『

わ

が

影

』

ず

退

職

す

る

こ

と

も

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

消
防

の

「

東

恕

終

罵

記

」

に

見

え

る

東

恕

の

子

息

で

あ

り

、

弔

魂

碑

当

時

の

消

防

組

織

は

俳
人
で
も
あ
っ
た
紀
白
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
敦
賀
湾
に
面
し
た
静
か
な
松
原
公
園
の
一
角
に
、
敦
賀
消
防
組
第
一

1
第
六
部

そ
れ
は
同
書
に
「
五
と
せ
き
き
の
春
な
ら
ん
、
息
大
き
な
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
約
四
メ

l

粟
野
消
防
組
第
一

1
第
八
部

の
紀
白
を
う
し
な
ひ
、
断
腸
の
お
も
ひ
に
L

と
、
子
ト
ル
、
縦
横
約
一
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
立
派
な
も
の
で
松
原
消
防
組
第
一

l
第
四
部

息

を

失

っ

た

父

東

恕

の

な

げ

き

悲

し

む

記

述

が

あ

る

。

あ

る

。

他

は

第

一

i
第
二
ま
た
は
第
三
部
に
分
け
ら
れ
て
、

東
恕
が
没
し
た
同
十
九
年
に
、
東
吾
が
こ
の
終
罵
こ
れ
は
消
防
職
務
中
に
殉
職
さ
れ
た
消
防
士
を
奉
消
防
組
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
各
部
に
は
小
頭
二
名
、

記
を
起
稿
し
た
と
す
れ
ば
、
「
五
と
せ
き
き
の
春
な
和
す
る
た
め
に
、
昭
和
二
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
消
防
士
約
三
十
名
を
配
置
し
、
こ
れ
を
組
頭
が
統
卒

ら

ん

」

は

、

墓

石

の

同

十

五

年

三

月

と

一

致

す

る

。

碑

に

は

す

る

組

織

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、

他

に

重

世

が

紀

白

と

す

る

資

料

が

な

く

(

正

面

)

こ

の

碑

の

建

立

は

昭

和

二

年

三

月

、

敦

賀

郡

消

防

確

認

す

る

こ

と

は

出

来

な

い

が

、

お

そ

ら

く

は

紀

白

弔

魂

碑

義

会

で

議

決

さ

れ

た

。

そ

の

後

大

阪

営

林

局

へ

土

地

の

墓

石

で

あ

ろ

う

と

恩

わ

れ

る

。

(

左

側

面

)

の

無

償

払

下

げ

を

申

請

し

、

同

年

八

月

四

日

竣

工

な

浄

教

、

妙

教

墓

に

つ

い

て

は

、

こ

の

墓

石

に

東

恕

正

三

位

勲

一

等

り

、

除

幕

式

が

挙

行

さ

れ

た

。
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中本

敦
賀
の
墓
碑
付

の
妻
里
杏
、
息
の
大
布
が
葬
ら
れ
て
い
る
か
は
詳
で
(
裏
面
)

な

い

。

昭

和

二

年

六

月

建

之

伊

吹

藤

左

衛

門

の

名

は

、

元

禄

五

年

お

よ

び

宝

暦

福

井

県

敦

賀

郡

消

防

義

会

一
万
年
の
敦
賀
持
丸
番
付
に
頭
取
と
し
て
、
ま
た
町
惣
と
あ
り
、
石
碑
を
囲
む
概
に
は
敦
賀
郡
消
防
組
に
所

代
の
役
職
を
も
務
め
、
古
く
か
ら
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
属
す
る
消
防
組
、
役
員
、
消
防
士
名
が
刻
ま
れ
て
い

そ
し
て
、
親
子
と
も
に
俳
譜
を
噌
み
、
多
く
の
俳
る
。

人
が
、
北
陸
行
脚
の
と
き
に
は
立
寄
っ
て
い
る
。

東
恕
は
敦
賀
俳
壇
の
重
鎮
と
し
て
、
多
く
の
業
績

を
残
し
、
享
保
十
九
年
四
月
三
日
家
族
門
人
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
輝
か
し
い
生
涯
を
閉
じ
た
。

演
口
雄
幸

書
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当
日
は
各
代
議
士
、
県
議
、
警
察
署
長
を
は
じ
め

各
消
防
組
、
遺
児
等
が
参
列
し
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
な

か
を
厳
か
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
消
防
士
に
は
、
職
務
上
危
険
を
伴
う

こ
と
か
ら
共
済
制
度
が
設
け
ら
れ
、
敦
賀
郡
消
防
義

会
々
則
に
は

第
四
篠
本
会
は
会
員
相
互
の
災
厄
を
共
済
し
・
:

第

六

僚

会

費

組

頭

二

円

小

頭

一

円

消
防
手
十
五
銭

の
年
会
費
を
納
め
、
遺
族
へ
の
弔
祭
料
、
傷
病
に
よ

る
退
職
金
、
記
念
品
な
ど
が
細
か
に
定
め
ら
れ
て
い

ヲ匂。
近
年
は
消
防
救
急
設
備
も
発
達
し
、
日
を
み
は
る

も
の
が
あ
る
が
、
過
去
に
は
地
域
住
民
の
た
め
に
、

尊
い
人
命
を
失
い
、
ま
た
は
負
傷
し
、
こ
れ
が
原
因

で
退
職
し
た
消
防
職
員
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
弔

魂
碑
が
伝
え
て
い
る
。

そ
し
て
現
在
も
敦
賀
美
方
消
防
組
合
の
消
防
署
、

消
防
団
に
よ
っ
て
、
毎
年
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
て

い
づ
匂
。

豊
竹
土
佐
太
夫
墓

義
太
夫
節
は
竹
本
義
太
夫
に
よ
る
創
始
と
、
作
者

の
近
松
門
左
衛
門
、
紀
海
音
等
に
よ
る
名
作
と
が
相

侠
っ
て
、
全
国
的
に
広
ま
り
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
庶

民
の
芸
能
と
し
て
、
大
い
に
楽
し
ま
れ
て
き
た
。

港
を
背
景
に
し
て
繁
昌
し
た
敦
賀
に
お
い
て
も
、

相
当
に
盛
ん
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
日
ま
で
そ

の
概
要
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

現
在
市
内
に
残
る
浄
瑠
糟
関
係
の
墓
石
は
四
基
で
、

義
太
夫
が
三
基
、
も
う
一
基
が
宮
古
路
豊
後
系
統
か

と
思
わ
れ
る
墓
石
で
あ
る
。

そ
の
義
太
夫
の
墓
石
が
元
町
妙
顕
寺
に
あ
る
。

(
正
面
)

白
妙
院
音
達
日
浄
霊

(
左
側
面
)豊

竹
土
佐
太
夫
塚

過
去
帖
じ
よ
れ
ば

天
明
八
戊
申
年
三
月
二
十
二
日

白
妙
院
音
達
日
浄
生
竹
屋
十
兵
衛

と
記
さ
れ
て
い
る
。

生
竹
屋
に
つ
い
て
は
文
献
に
間
々
み
ら
れ
る
が
、

土
佐
太
夫
の
初
見
は
「
新
評
判
蛙
歌
」
(
宝
暦
十
二

年
正
月
刊
)
に
、

江
戸
之
部

豊
竹
土
佐
太
夫

」
ち
は
大
根
の
か
は
む
き

う
す
み
そ
て

と
評
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
は
、
江
戸
の
ど
こ
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
番
付
で
は
、
そ
の
名

を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
あ
る
い
は
二
代

目
豊
竹
肥
前
嫁
門
下
と
し
て
、
芸
に
磨
き
を
か
け
て

い
た
の
で
あ
ろ
、
っ
か
。

遡
っ
て
初
代
の
豊
竹
肥
前
擦
が
宝
暦
五
年
三
月
に

著
し
た
「
豊
曲
不
二
街
L

に

豊
竹
肥
前
橡
門
弟
之
分

本
所
中
之
郷
敦
賀
太
夫

が
あ
る
。
こ
の
敦
賀
太
夫
と
土
佐
太
夫
と
の
関
係
は

詳
で
な
い
が
、
興
味
の
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
「
敦
賀
雑
記
L

(

文
政
三
年
刊
)
に

丁
持
町
土
佐
太
夫

と
あ
り
、
こ
れ
は
三
代
目
豊
竹
麓
太
夫
門
下
で
、
敦

賀
出
身
の
二
代
日
豊
竹
土
佐
太
夫
で
あ
ろ
う
。

松
島
町
来
迎
寺
野
に
あ
る
文
政
八
年
六
月
に
、
人

形
遣
い
笠
井
文
十
郎
の
墓
石
建
立
に
、
世
話
人
の
一

人
と
し
て
二
代
目
土
佐
太
夫
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

麓
門
下
の
二
代
目
土
佐
太
夫
と
、
表
題
の
土
佐
太

夫
と
が
親
戚
ま
た
は
師
弟
関
係
に
あ
る
か
は
、
今
の

と
こ
ろ
定
か
で
な
い
。
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し
か
し
、
こ
れ
ら
先
達
の
活
躍
と
、
港
を
も
っ
た

敦
賀
と
い
う
風
土
の
土
壌
と
が
相
侠
っ
て
、
明
治
以

降
の
敦
賀
浄
曲
界
を
盛
況
に
導
い
た
。

そ
の
中
で
も
、
明
治
中
頃
に
愛
好
者
が
結
成
し
た

諸
遊
会
や
、
近
江
・
長
浜
の
義
太
夫
会
と
の
交
流
、

個
人
で
は
鶴
沢
寿
造
、
同
時
四
、
豊
竹
土
佐
太
夫
、

竹
本
越
竹
軒
、
坂
野
梅
寿
、
花
柳
界
に
お
い
て
は
、

稲
上
龍
吉
、
中
上
愛
之
助
な
ど
の
名
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
天
明
八
年
三
月
に
没
し
た
豊
竹
土
佐
太
夫
が

も
っ
と
も
古
く
、
敦
賀
浄
曲
界
の
草
分
け
と
い
う
べ

き
太
夫
で
あ
る
。
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